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マイクロプロセッサの起点は 1971 年のインテル社の i4004 とされる．それから十

年の間に，マイクロプロセッサ技術は急速に発達し，様々な分野に浸透してゆく．ま

た，マイクロプロセッサの誕生を契機に，個人をユーザーの単位とするコンピュータ

が生み出された．日本においては，1976年に NECが発売した TK-80を筆頭に，技術

者向けの製品と考えられていたマイクロコンピュータのキットに，ホビー目的で接す

るユーザーも現れ，「マイコンブーム」を引き起こした．マイクロコンピュータ，ひい

てはパーソナルコンピュータと呼ばれるコンピュータが，具体的にどのような形で社

会に普及してゆくのかは，開発者たちもまだ予想できない状況であった．ディスプレ

イを標準出力，キーボードを標準入力に持ち，半田付けのような組み立て作業のいら

ないコンピュータという意味でのパーソナルコンピュータ（パソコン）は 1970 年代

後半から現れ始め，コモドール社の PET2001やアップル社の AppleII，日本であれば

日立のベーシックマスター MB-6880 や NEC の PC-8001 が初期のパソコンに挙げら

れる．

日本においてはマイクロコンピュータの略語である「マイコン」という語が，マイ

クロプロセッサ技術を基盤とする様々な分野に包括的に用いられた．パソコンも家電

製品も「マイコン」の一形態として扱われ，生活にコンピュータが身近なものになり

つつあるというように語られた1．家電メーカーがパソコン市場に目を向けた時，パソ

コンを家電製品の一員として位置づけようとする動きが見られた．シャープから 1982

∗ 京都大学文学部非常勤講師
1 特にビデオゲームの流行は家庭をターゲットにしたパソコンに強い影響を与えた．後述の MSXも，

1983年に任天堂が発売したファミリーコンピュータなどのビデオゲーム専用機と競争を余儀なくさ
れている（1）．また，パソコンに触れる動機としてビデオゲームは重要な位置にあった（2）．
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年に発表されたパソコンである X1は「テレビパソコン」と銘打たれていた．シャー

プは，それまでもMZ-80Kに始まる 8ビット御三家2と呼ばれるMZシリーズを開発

していたが，この X1はシャープのテレビ／ビデオ工場に隣接する電子機器事業本部

第一開発部の手によるものであり，「独自の家電技術が使われており，家電感覚のパソ

コン」であると『マイコン』誌は報道している（4, p. 206）．とはいえ，その表現ほど

に家電製品との共通項はないが，専用カラーディスプレイが普通のテレビ受像機とし

て用いることができることや，パソコン本体・キーボード・ディスプレイが分離して

いるものの，縦置きできれいになるよう横幅を揃えたデザインになっていること，こ

のような点は家庭での使用を意識したものと考えられる（4, p. 207）．NEC ホームエ

レクトロニクスも 1984年に PC-6601SR（Mr.PC）を発表，その販促チラシにおいて

「テレビ感覚」という文言を使用していた．PC-6601SRは，ワイヤレスのキーボード

をリモコン，専用ディスプレイをテレビとして使用でき，ビデオに字幕を入れたり，

テレビ番組を予約で呼び出したりといった，より家電的な機能を実装している（5）．

8 ビットパソコンは，16 ビットパソコンと比較して，価格帯・処理能力の差など

から家庭向け，ホビーユースのパソコンとして見なされていたため，テレビ受像機を

ディスプレイとする仕様は初期導入費用を抑える効果もあった．この点が顕著なのが，

1983 年に 8 ビットパソコンの共通規格として定められた MSX シリーズである．初

代 MSX の生産に参入したメーカー3の中には，自社の音響機器などとの連携を強く

打ち出して MSXパソコンを拡張したものもあった．たとえば，パイオニアは自社の

レーザーディスクシステムをコントロールするよう，MSX規格の BASICに拡張を施

していたが，このような拡張は MSX の本来の目的を損ねるという評価もあった（6,

p. 147）．

当時の日本において，家庭向パソコンの意味で「ホームコンピュータ」という語が

用いられることがあった．たとえば，『マイコン』誌におけるセガ・エンタープライゼ

スの SC-3000のプレスリリースで，見出し及び本文に「ホームコンピュータ」が使わ

れている（7）4．英語圏においては，ビジネス用途ほどのスペックを必要としない，家

2 日本のメーカーによる 8ビット CPUを採用したパソコンの内，日立（富士通），NEC，シャープの三
社の特定機種を指す（3, p. 96）．
3 MSX規格は 1985年にMSX2に更新されるなど，バージョンの違いが存在しており，各バージョン
ごとに参入したメーカーが異なる．
4 ただし，1983年にセガが発行した二種類の SC-3000のリーフレット（鴨浩靖蔵）においてはパソコ
ンという語が使われており，ホームコンピュータという語は見られないため，一貫して用いられてい
たというわけではない．
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庭や教育機関で用いられるコンピュータのことを「ホームコンピュータ」と呼び分け

ており，『マイコン』誌はアメリカのパソコン市場に言及する際にこの語を用いている

（8）他，コモドール社のコモドール 64について解説する記事において「日本でパソコ

ンと呼ばれているものは，アメリカでは，主にホームコンピュータと呼ばれているレ

ベルのものに近い」と述べている（9）．一方，日本においては，安田寿明が NHKの

番組『ブラウン管新時代』に出演した際に，マイコンクラブ所属の大学生が手作りし

たコンピュータに対し，パソコンを「ホームコンピュータ」と呼び（10），PC-8001を

「国産のホームコンピュータ，家庭に置くコンピュータ」と紹介している（11）．

「ホームコンピュータ」のより特異な用いられ方として，「家庭向のコンピュータ」全

般を意味する文脈が存在する．『マイコン』1982年 4月号には「いよいよ本格化する

ホームコンピュータ時代」のタイトルで，パソコンの普及を予測する記事が書かれて

いる（12）．この記事中において，ヤマハが発表したピアノ自動演奏システム等の機能

を持つヤマハのコンピュータの写真に対して「家庭内の情報処理，教育，娯楽すべての

面にコンピュータを活用するホーム・システムも，家庭電気製品のように，やがて普

及していくだろう」と，コンピュータと家電製品との対比が見られる．また，ホーム

オートメーション（家庭の電子化／ HA）の文脈においてもよく使用された．HAは，

オフィスオートメーション（職場の電子化／ OA）同様に，コンピュータが家庭に入る

ことで起こりうる変化（家事労働の自動化等）を示すものである．ホームコンピュー

タは HAにおいて家庭内に入りこんだ家電製品等を統合して管理するものであり，家

庭におけるパソコンの未来像として考えられた．

電気学会が立ち上げたホームエレクトロニクス（HE）調査専門委員会によれば，情

報通信技術の家庭への普及，コンピュータ管理によって調光・室温管理を適切にした

省エネルギー住宅の構想，コンピュータの組み込まれた家電製品の普及，それらの技

術を前提としたライフスタイルの変化（省力化される家事労働・在宅勤務など）が HA

に含まれる（13）．住宅がコンピュータによって集中管理され，家電等が自動制御され

る様子は，NHKの番組などで繰り返し報じられているが5，ホームエレクトロニクス

調査専門委員会は，ホームコンピュータについて，次のように説明している．

家電製品の高機能化・システム化が進むなかで，マイクロコンピュータを仲

5 HAや HEという言葉は出て来ないが，1984年には，コンピュータによって住宅の調光や空調などを
制御している事例が紹介されている（14）．また，1988年には，B-TRONが住宅の家電等を制御する
構想が映像によって説明されている（15）．
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介にして，しだいにコンピュータ製品〔引用者注：パソコン〕とその他の製品と

の境界が不明確になりつつあり，両者が融合した新しい型のホームコンピュー

タがその姿を明らかにしていくであろう（13, p. 5）．

ホームコンピュータには，パーソナルコンピュータも含まれるが，〔中略〕テ

レビの高機能化，電話の高機能化に伴うホームコンピュータとしての多重機能

化，あるいは，電卓，ゲームマシンなどの高機能化によるホームコンピュータ

の変身などが考えられる．〔中略〕ホームコンピュータは，今後，電話，テレビ

ジョン，VTR，ステレオなどと結合され，〔中略〕家庭内の情報中枢となろう．

さらに，家庭内機器の省エネルギー，防災のための各種制御を行うための，中

央コントローラーとしても展開していくであろう〔図版省略〕（13, p. 17）．

HAや HEは実用化には至らなかったが，そのようなコンピュータの開発が試みら

れていたことは当時の報道から確認できている．NHKの番組『サイエンスレーダー』

は松下電器産業を取材して，ホームコンピュータのデモンストレーションを報じてい

る（16）．それによると，ホームコンピュータは，電子錠・火災自動通報・照明・献立

データベース・ホーム学習システムを統合的に制御するものであった．

図 1 松下電器産業が開発していたホームコンピュータ6

6 本画像は，NHK番組アーカイブス学術トライアル 2016年第 1回における研究調査「1980年代前半
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ただし，『日経パソコン』誌によると，HAについては「機器の開発は現時点で可能

だという．ただ，それを家庭に導入するかは別問題」「家庭の中に最新のエレクトロニ

クス機器が急速に普及するには，まだ機が熟していない」状況であった（17, p. 98）．

くわえて，HAの概念がどれだけ家庭をターゲットとしたパソコン開発の現場で有効

であったかは明らかとはいえない．
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